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件 名 淵野辺特別借受宿舎給湯器交換 図面番号 1 / 9 

図面名称 表 紙 縮 尺  



仕  様  書 

 

１ 件  名 

  淵野辺特別借受宿舎給湯器交換 

２ 場  所 

  神奈川県相模原市中央区淵野辺１－５－５ 

３ 概  要 

  淵野辺特別借受宿舎１０５、１０６、２０６号室 給湯器等補修工事（一式） 

４ 履行期限 

  契約日 ～ 令和６年３月２９日（金） 

 

共 通 仕 様 書 

 

１ 一般事項 

 (1) 本仕様書に記載してある事項のほか、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建 

  築工事標準仕様書（建築工事編、機械設備工事編、電気設備工事編）」（最新版）、 

  「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編、機械設備工事編、電気設備工事編）」（最 

  新版）を準拠並びに官側の指示による。 

 (2) 適 用 

  ア 本仕様書は、陸上自衛隊用賀駐屯地において実施する建築物等の工事及び修理に 

   適用する。 

  イ 本仕様書に規定する事項は、別の定めがある場合を除き、受注者の責任において 

   履行するものとする。 

 (3) 用語の定義 

  ア 現場代理人とは、本仕様書に規定する受注者側の工事及び修理責任者をいう。ま 

   た、工事及び修理を総合的に把握し、工事及び修理を円滑に実施するために官側と 

   の連絡調整を行う者をいう。 

  イ 工事及び修理検査とは、本仕様書に規定するすべての工事及び修理の完成を確認 

   するために官側が指定した検査官が行う検査をいう。 

 (4) 官公署その他への届出手続き等 

  ア 工事及び修理の着手、施工、完成に当たり関係官公署その他の関係機関への必要 

   な届出手続き等を遅滞なく行う。 

  イ アに規定する届出手続き等を行うに当たっては、届出内容について、あらかじめ 

   監督官に報告する。 
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   ウ 関係法令等に基づく官公署その他の関係機関の検査においては、その検査に必要 

    な資機材、労務等を提供する。 

(5) 書類の書式等 

   書面を提出する書式(提出部数を含む)は、公共建築工事標準書式によるほか、監 

  督官の指示による。ただし、別に定めがある場合を除く。 

 (6) 仕様書等の取扱い 

  ア 本仕様書は、工事及び修理の施工のために使用する以外の目的で第三者に使用さ 

   せない。また、その内容を漏えいしない。ただし、あらかじめ監督官の承諾を受け 

   た場合は、この限りでない。 

  イ 官側より受けた仕様書等はすべて受注者等に残してはならない。関連した情報が 

   漏洩した場合は、受注者がすべて責任を負うこと。 

 (7) 疑義に対する協議等 

   本仕様書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取合い等の関係 

  で本仕様書によることが困難若しくは不都合が生じた場合は、官側と協議し、その指 

  示に従い実施する。 

 (8) 関係法令等の遵守 

   工事及び修理の実施にあたり、駐屯地の規定を遵守するとともに適用を受ける関係 

  法令等を遵守し、工事及び修理の円滑な進行を図る。 

 (9) 施工条件 

   工事及び修理を行う時間は、原則として平日０８時１５分～１７時００分までとす 

  る。なお、工事及び修理日時を変更する場合は、事前に監督官の承諾をうけること。

(10) 受注者の負担の範囲 

  ア 工事及び修理の実施に必要な施設の電気、ガス、水道等の使用に係る費用は、受 

   注者の負担とする。ただし、設備の試運転に関する必要最小限の電気、ガス水道等 

   の使用を除く。 

  イ 工事及び修理に必要な工具、計測機器等の器材は、設備機器に付属して設置され 

   ているものを除き、受注者の負担とする。 

(11) 工事及び修理担当者 

  ア 受注者は、現場代理人を定め、官側に届け出る。また、現場代理人を変更する場 

   合も同様とする。 

  イ 現場代理人は、工事および修理担当者以上の経験、知識及び技能を有する者とす 

   る。なお、現場代理人は、工事及び修理担当者を兼ねることができる。 

  ウ 工事及び修理担当者は、その作業等の内容に応じ、必要な知識及び技能を有する 

   ものとする。 

  エ 法令等により作業等を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を有する 

   者が作業等を行う。 
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  オ 官側は、工事及び修理担当者の工事及び修理不履行、著しく不適格と明らかに認 

   められる者があった場合には、その理由を明示し、必要な措置を求めることができ 

   る。その場合、受注者は、業務に支障をきたさないように必要な措置を行わなけれ 

ばならない。 

(12) 報告書の書式等 

   報告書の書式は、別に定めがある場合を除き、事前に監督官の承諾を得る。 

(13) 安全管理 

  ア 業務の実施にあたっては、常に整理整頓を行い、危険な場所には必要な安全措置 

   を講じ事故防止に努める。 

  イ 受注者側の不注意により建物等を損傷させた場合は、受注者の責任において原状 

   に復旧すること。 

(14) 保全の措置 

   許可を受けていない場所への立入は、厳禁とする。ただし、業務に際して立入りの 

  必要が生じた場合は、官側と調整し所定の手続きをすること。 

(15) 関連業務との調整 

   本工事及び修理とは契約外で関連及び調整を生じる工事及び修理が発生した場合に 

  ついては、官側と協議しその指示に従うこと。 

(16) 材料 

  ア 「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(以下「グリーン購入法」 

   という。)により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。 

  イ 使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響 

   に配慮する。 

  ウ 工事及び修理に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。 

(17) 材料の品質等 

  ア 工事及び修理に使用する材料は本仕様書に定める品質及び性能を有する新品とす 

   る。ただし、仮設に使用する材料は、新品でなくてもよい。 

  イ 調合を要する材料については、調合に先立ち、調合表等を監督官に提出する。 

  ウ 材料の色、柄等については、監督官の指示を受ける。 

  エ 特記事項に定められた材料は、見本を提出又は提示し、材質、仕上げの程度、 

   色合等について、あらかじめ監督官の承諾を受ける。 

(18) 材料の検査等 

   現場に搬入した材料は、種別ごとに監督官の検査を受ける。また、現場に搬入した 

  材料のうち、変質等により工事及び修理に使用することが適当でないと監督官の指示 

  を受けたものは、直ちに工事及び修理現場外に搬出する。 

(19) 材料の保管 

   搬入した材料は、工事及び修理に使用するまで、変質等させないように保管する。 
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(20) 発生材の処理等 

  ア 発生材の抑制、裁量、再資源化及び再生資源の積極的活用に努める。なお、本仕 

様書に定められた以外に発生材の再利用、再資源化及び再生資源の活用を行う場合 

   は、監督官と協議し、その指示に従うものとする。 

イ 発生材の処理は、次による。 

   (ｱ) 発生材のうち、官側に引渡しを要するものは、金属類とし、監督官の指示を受 

けた場所に整理のうえ、発生材調書を作成して監督官に提出する。 

   (ｲ) (ｱ)以外のものは、すべて構外に搬出し「建設工事にかかる資材の再資源化等に 

     関する法律」、「資源の有効な利用の促進に関する法律」、「廃棄物の処理及び清掃 

に関する法律」、その他関係法令等によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」 

に従い適切に処理する。なお、産業廃棄物に関しては、マニフェストの写し（Ａ、 

Ｂ２、Ｄ、Ｅ票）を契約工期内に官側に提出するものとする。 

(21) 提出書類 

  ア 現場代理人等通知書 

  イ 工程表 

  ウ 日 誌 

  エ 打合せ簿（発生の都度） 

  オ 材料搬入報告書（発生の都度） 

  カ 施工体制台帳及び施工体系図（必要な場合） 

  キ 発生材調書（発生の都度） 

  ク その他官側の指定するもの 

 (22) 写真撮影 

    工事及び修理の実施に伴い、作業前・作業後及び作業中の隠蔽となる箇所、材料 

   搬入、主要な作業段階の実施状況、その他官側の指示した箇所を撮影し、写真帳（Ａ 

   ４版）に整理し、検査前に監督官に提出すること。 
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特 記 仕 様 書 

 

１ 交換部品（参考型番等） 

(1)  給 湯 器   RUF-SA1615SAW   610×250×250（㎜） 

(2)   リ モ コ ン   M C― 2 4 0 V C    

(3)   配管カバー   WOP-K101 650   610×250×251（㎜）     

(4)   ガ ス 管   強化ガスホース  １５Ａ 500mm（見込み） 

(5)   給 湯 管   ステンレスフレキ管  １５Ａ 500mm（見込み） 

(6)   給 水 管   ステンレスフレキ管  １５Ａ 500mm（見込み） 

(7)   その他、本体及び各種配管等の接続、設置に必要な部材等を含む。 

(8)   上記の製品はいずれも都市ガス対応のものとする。 

 

２ その他 

(1) 交換の際は、既存施設に損傷を与えないように十分に注意して作業を行い、万が一 

損傷を与えた場合は、責任を持って復旧するものとする。 

(2) 日程は監督官との協議によるものとし、契約後速やかに交換が実施できるよう調整

し工程を作成すること。 

(3) 仕様書に記載または指示のない事項でも、技術的に当然なすべき事項は積極的に実

施すること。 

(4) 作業終了後に開栓確認、試運転を実施し以上の有無を確認すること。 

(5) 作業で発生した発生材については種類別に分け、金属類の重量を量り監督官の指示

する場所（用賀駐屯地内）へ集積すること。 
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